
シラバスのチェックにおける観点(案）

１．教職の意義等に関する科目

（１）法令上含めることが必要であるとされている事項を含んでいるか。

＜当該科目に含めることが必要な事項（教育職員免許法施行規則第６条の表）＞

① 教職の意義及び教員の役割

② 教員の職務内容（研修、服務及び身分保障等を含む ）。

③ 進路選択に資する各種の機会の提供等

（２）科目の趣旨を十分に踏まえているか。

＜科目の趣旨（平成１０年の教員養成審議会の答申を踏まえ、各大学に示している

もの）＞

・ 教職の意義や教員の役割、職務内容等に関する知識の修得を通じ、教員を志

願する者が教職についての理解を深め、将来教職に就くことについて多角的に

考察する過程を援助し、動機付けを図るもの。

・ 職場の実体験・類似体験や他の職業との比較などの機会を教員を志願する者

に与えることにより、自らの教職への意欲、適性等を熟考させるとともに、最

終的な進路選択について指導・助言するもの。

・ 「現在の教員には何が求められているのか 「学生自身が教員としての適格」、

性を持つためにどのような努力をしていけばよいのか」といった事項を、当該

区分の授業科目の講義概要（シラバス）で示すこと（討論・グループディスカ

ッションを取り入れるなど 。）

２．教育課程及び指導法に関する科目（各教科の指導法・理科（小学校教諭 ））

（１）学習指導要領に即して包括的な内容を含んでいるか。

＜教育職員免許法施行規則第６条の表備考第２号＞

教育課程及び指導法に関する科目は、学校教育法施行規則（昭和２２年文部省令第１

１号）第３８条に規定する幼稚園教育要領、同令第５２条に規定する小学校学習指導要

領、同令第７４条に規定する中学校学習指導要領又は同令第８４条に規定する高等学校

学習指導要領に掲げる事項に即し、包括的な内容を含むものでなければならない。

（２）担当教員の専門分野に限定されない幅広い内容の指導が行われているか。

（３）模擬授業や指導案の作成を取り入れるなど、教育現場を念頭に置いた実践的な内容

・方法となっているか。

（４）実験について取扱っているか。
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